
新エネルギー新聞 2015年（平成27年）3月23日第22号 隔週 月曜日発行 4

風
　
力

ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
の
空
気
鉄
道

Column

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
⑤

千
葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
准
教
授

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座
代
表
理
事

佐
藤
建
吉

三
井
物
産
は
３
月
６
日
、

世
界
最
大
手
の
風
力
発
電
用

タ
ワ
ー
・
フ
ラ
ン
ジ
メ
ー
カ

ー
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
の
ゲ
シ

ュ
タ
ン
プ
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ

ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
・

グ
ル
ー
プ
（
以
下
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）

を
統
括
す
る
持
株
会
社
ゴ
ン

ヴ
ァ
リ
・
エ
オ
リ
カ
・
エ
ス

エ
ル
社
（
以
下
エ
オ
リ
カ

社
）
へ
出
資
を
す
る
と
発
表

し
た
。
エ
オ
リ
カ
社
の
株
式

25
％
を
取
得
し
、
風
力
発
電

用
タ
ワ
ー
・
フ
ラ
ン
ジ
製
造

事
業
に
参
入
す
る
。

Ｇ
Ｒ
Ｉ
は
大
手
風
力
発
電

機
メ
ー
カ
ー
向
け
に
、
風
力

発
電
設
備
を
支
え
る
鋼
製
タ

ワ
ー
や
、
そ
の
重
要
部
品
で

あ
る
大
型
フ
ラ
ン
ジ
の
製

造
・
販
売
を
手
掛
け
て
い

る
。
製
造
能
力
、
売
上
高
と

も
に
世
界
最
大
規
模
の
企
業

だ
。
現
在
、
ス
ペ
イ
ン
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
中
国
、
ト
ル
コ
、

イ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和

国
の
６
カ
国
10
箇
所
に
製
造

拠
点
を
展
開
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｒ
Ｉ
は
、
三
井
物
産
が

２
０
１
３
年
に
出
資
参
画
し

た
ス
ペ
イ
ン
の
大
手
自
動
車

プ
レ
ス
部
品
メ
ー
カ
ー
、
ゲ

ス
タ
ン
プ
・
オ
ー
ト
モ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｇ
Ａ
）
と
同
じ
ゴ
ン

ヴ
ァ
リ
・
ゲ
ス
タ
ン
プ
・
グ

ル
ー
プ
傘
下
。
既
存
事
業
で

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
今

回
の
新
規
参
入
に
つ
な
が
っ

た
。

ゴ
ン
ヴ
ァ
リ
・
ゲ
ス
タ
ン

プ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
自
動

車
プ
レ
ス
部
品
事
業
、
鋼

材
加
工
事
業
、
風
力
・
太

陽
光
発
電
事
業
、
風
力
発

電
タ
ワ
ー
・
フ
ラ
ン
ジ
事
業

を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
て

い
る
。
日
本
へ
は
太
陽
光
発

電
事
業
の
ゲ
ス
タ
ン
プ
ソ
ー

ラ
ー
が
進
出
し
、
茨
城
県
や

鹿
児
島
県
な
ど
数
カ
所
で
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
建
設
を
進
め

て
い
る
。

三
井
物
産
は
、
中
期
経
営

計
画
に
掲
げ
る
「
７
つ
の
攻

め
筋
」
の
中
で
、
風
力
発
電

開
発
を
含
む
電
力
分
野
を
コ

ア
事
業
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
、

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
拡
充

を
進
め
て
い
る
。
今
回
の
出

資
参
画
を
機
に
、
鉄
鋼
製
品

本
部
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
資
材
調

達
や
鋼
材
物
流
に
貢
献
し
、

両
者
の
企
業
価
値
向
上
を
追

求
す
る
。

三
井
物
産
と
Ｇ
Ｒ
Ｉ
は
今

後
、
風
力
発
電
開
発
の
拡
大

が
見
込
ま
れ
る
ア
ジ
ア
・
米

州
地
域
、
欧
州
を
中
心
に
普

及
が
進
ん
で
い
る
洋
上
風
力

発
電
設
備
向
け
の
新
た
な
製

日
立
造
船
は
３
月
10

日
、

フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
で
あ
り
洋
上
風
力
発
電
設

備
に
お
け
る
浮
体
式
基
盤
構

造
技
術
を
有
す
る
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｏ

Ｌ 

Ｓ
Ａ
と
、
浮
体
式
洋
上

風
力
発
電
に
関
す
る
技
術
提

携
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
を

発
表
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
日
立
造
船

は
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｏ
Ｌ
社
が
開
発

し
特
許
を
保
有
す
る
、
波
に

よ
る
動
揺
を
抑
制
す
る
「
Ｄ

ａ
ｍ
ｐ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｐ
ｏ
ｏ

ｌ
」
を
使
用
し
た
浮
体
式
基

盤
構
造
を
日
本
国
内
で
設

計
・
建
設
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。
主
と
し
て
水
深
１

０
０
㍍
以
浅
の
海
域
を
対
象

と
し
た
浮
体
式
洋
上
風
力
発

電
設
備
に
活
か
さ
れ
る
。

日
立
造
船
は
、
世
界
初
の

旋
回
式
浮
体
橋
「
夢
舞
大
橋

（
２
０
０
０
年
完
成
）」
や
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
沖
合
の
津
波

を
観
測
す
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
海
洋
ブ

イ
な
ど
、
浮
体

構
造
物
の
設

計
・
施
工
に
高

い
ノ
ウ
ハ
ウ
を

有
し
て
お
り
、

浮
体
式
洋
上
風

力
発
電
に
つ
い

て
は
２
０
０
４

年
か
ら
開
発
に

携
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
年

度
に
は
新
潟
県

村
上
市
が
岩
船

沖
で
計
画
す
る

着
床
式
洋
上
風

力
発
電
事
業
の

「次世代洋上直流送電システム開発事業」
に係る公募

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

●事業名：「次世代洋上直流送電システム開発事業」　●対象者：企業（団体等を含む）、大学等

●公募期間：3月9日～ 4月7日　●事業期間：平成27年度～平成31年度（5年間）

●事業費：総額45億円程度（平成26年度9.6億円程度）　●契約形態：委託（NEDO負担率100％）

タ
ワ
ー
・
フ
ラ
ン
ジ
製
造
事
業
へ
参
入

風
力
発
電
開
発
の
世
界
展
開
を
本
格
化

三井物産

浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
に
新
機
軸

仏
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
技
術
提
携

日立造船

契約締結調印式の様子。IDEOL SAの Bruno Chief Sales & Marke
ting Officer（左）と日立造船執行役員環境・エネルギー・プラン
ト本部の芝山営業統括本部長兼洋上風力発電事業化推進室長

IDEOL SA「Damping Pool」 の
浮体構造

１．斬新な新型車両デザイン

２．アエロモーベルの原理

ＧＲＩが製造する風車用タワー風車用フランジ

造
拠
点
の
設
立
も
検
討
し
、

世
界
的
に
広
ま
り
を
み
せ
て

い
る
風
力
発
電
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
く
考
え
だ
。

事
業
者
に
選
定
さ
れ
る
な

ど
、
大
規
模
洋
上
風
力
発
電

の
開
発
に
積
極
的
に
取
組
ん

で
い
る
。

新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）は、大規模洋上風力発電に関する下記調査事業

の実施者を公募している。

日本において再生可能エネルギーの導入拡大を図るには、大規模な洋上風力発電は欠かせな

い。今回、NEDOが公募しているのは、今後の大規模洋上風力の連系拡大・導入拡大・加速に向け

た「送電」のための基盤技術開発だ。送電ロスが多く、長距離送電が困難な交流送電に替わるも

のとして、発電電力を効率的に送電する「直流送電システム」の実用化を目指していく。

【応募方法】

NEDOの下記ホームページより必要な書類をダウンロードして応募。

http://www.nedo.go.jp/koubo/FF2_100136.html

【事業内容】

大規模洋上風力発電電力を電力需要地へ送電するため、高信頼性・低廉性を有する多端子直流送

電システムの実用化に向けたシステムと要素技術の開発を行う。

① システム開発

大規模洋上風力開発のモデルケースについて、コストや運搬性、メンテナンス性等の効果に基づ

きシステム検討を行い、システム損失の低減や信頼性の向上等の性能について評価する。

② 要素技術開発

大規模洋上風力向け多端子直流送電システムを構築する場合に新たに必要となるコンポーネント

を開発する。

ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
南
部
に
あ
る
港

町
で
、
青
森
県
に
匹
敵
す
る

面
積
の
パ
ト
ス
湖
に
流
れ
る

グ
ア
イ
バ
川
に
面
し
た
人
口

１
４
０
万
人
の
都
市
で
あ

る
。
２
０
１
４
年
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
競
技
地
で
も
あ
っ

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
来
年

２
０
１
６
年
８
月
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
で
開
催
さ
れ
る
が
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
で
世
界
７
位
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
５
カ
国
の
雄
で
あ
り
、
南

半
球
で
は
第
一
の
経
済
大
国

で
あ
る
。

２
０
１
３
年
９
月
、
私
は

ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
国
際
空

港
（
Ｐ
Ｏ
Ａ
）
に
降
り
た
。

ア
メ
リ
カ
経
由
で
、
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
乗
り
継
ぐ
一

日
を
要
す
る
長
旅
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
Ｐ
Ｏ
Ａ
か
ら

１
㌔
㍍
の
距
離
に
あ
る
最
寄

り
の
鉄
道
駅
を
結
ぶ
新
方
式

の
ア
ク
セ
ス
鉄
道
、「
ア
エ

ロ

モ

ー

ベ

ル(Aeromov-

el)

」
を
現
地
調
査
す
る
た

め
で
あ
っ
た
（
写
真
１
）。

ア
エ
ロ
モ
ー
ベ
ル
は
、

「
空
気
鉄
道
」
と
呼
ぶ
こ
と

の
で
き
る
も
の
で
、
圧
縮
空

気
が
推
進
力
で
あ
る
。
構
造

と
し
て
は
、
鉄
道
線
路
（
軌

道
）
の
下
に
断
面
が
１
㍍
×

１
㍍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、
そ
の
中

に
四
角
い
プ
レ
ー
ト
が
嵌
め

て
あ
る
。
圧
縮
空
気
を
作
用

さ
せ
る
と
、
そ
の
圧
力
で
プ

レ
ー
ト
が
押
さ
れ
る
。
ア
エ

ロ
モ
ー
ベ
ル
は
、
こ
の
力
を

鉄
道
の
推
進
力
と
す
る
た

め
、
ト
ン
ネ
ル
の
壁
に
ス
リ

ッ
ト
（
隙
間
）
を
設
け
、
推

進
力
を
連
接
板
で
鉄
道
車
両

に
伝
え
て
い
る
（
写
真
２
）。

プ
レ
ー
ト
の
前
面
と
後
面

の
空
気
の
圧
力
差
を
制
御
す

れ
ば
走
行
速
度
を
調
節
で

き
、
圧
力
差
を
小
さ
く
し
て

ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る
こ
と
も

で
き
る
。
ア
エ
ロ
モ
ー
ベ
ル

は
約
３
０
０
人
を
乗
せ
て
、

時
速
４
０
か
ら
６
０
㌔
㍍
で

走
行
で
き
る
。

ア
エ
ロ
モ
ー
ベ
ル
は
、
次

の
特
徴
を
持
つ
。
①
原
理
が

簡
単
、
②
車
両
に
エ
ン
ジ
ン

や
モ
ー
タ
ー
を
搭
載
し
て
お

ら
ず
車
両
が
軽
量
、
③
遠
隔

無
人
運
転
、
④
脱
線
や
追
突

が
な
い
、
⑤
建
設
コ
ス
ト
が

低
廉
、
⑥
高
架
軌
道
で
あ
り

渋
滞
原
因
と
な
ら
な
い
、
⑦

環
境
負
荷
が
低
く
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
が
低
い
、
な
ど
で
あ

る
。１

９
７
０
年
代
に
始
ま
っ

た
開
発
の
主
導
者
は
、
航
空

機
部
品
メ
ー
カ
ー
経
営
者
で

発
明
家
の
オ
ス
カ
ー
・
コ
エ

ス
テ
ル
（Oskar Coester

１
９
３
８
年
生
）
で
あ

る
。
そ
の
端
緒
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
１
９
世
紀
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
、
イ
ザ
ム
バ
ー
ド
・
キ
ン

グ
ダ
ム
・
ブ
ル
ネ
ル(Isamb

ard Kingdom　

Brunel 

１

８
０
６-

１
８
５
９
年
）
の

真
空
方
式
の
「
大
気
圧
鉄
道

(
A
t
m
o
s
p
h
e
r
i
c
 
R
a
i
l
w

ay)

」
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

圧
縮
空
気
方
式
に
転
換
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

初
期
の
モ
デ
ル
は
、
ポ
ル

ト
・
ア
レ
グ
レ
で
試
運
転
さ

の
周
回
軌
道
で
、
１
９
８
９

年
以
来
、
順
調
に
稼
働
し
て

い
る
。

２
０
１
３
年
８
月
に
ア
エ

ロ
モ
ー
ベ
ル
は
、「
ブ
ラ
ジ

ル
国
産
技
術
」
と
し
て
、
ジ

ル
マ
・
ル
セ
フ
大
統
領
肝
い

り
に
よ
る
盛
大
な
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
の
も
と

発
表
さ
れ
た
。
私
が
現
地
を

訪
ね
た
時
は
、
乗
車
料
金
を

無
料
と
し
て
試
運
転
中
の
時

で
あ
っ
た
。
自
動
改
札
シ
ス

テ
ム
も
導
入
さ
れ
、
空
港
駅

か
ら
鉄
道
駅
ま
で
１
㌔
㍍
を

発
進
・
停
止
の
実
証
運
転
が

繰
返
し
行
わ
れ
て
い
た
。

タ
マ
ン
・
ミ
ニ
の
ア
エ
ロ

モ
ー
ベ
ル
と
ポ
ル
ト
・
ア
レ

グ
レ
の
新
型
で
は
、
基
本
的

な
推
進
原
理
は
同
じ
で
あ
る

が
、
25
年
の
時
代
を
経
て
隔

世
の
進
歩
が
み
ら
れ
た
。
大

き
な
違
い
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
運
転
制
御
シ
ス
テ
ム
と
斬

新
な
車
両
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し

て
設
置
工
法
で
あ
る
。

新
型
ア
エ
ロ
モ
ー
ベ
ル
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、
競
合

す
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
対
し
て
は
２

分
の
１
で
あ
り
、
地
下
鉄
に

対
し
て
は
３
分
の
１
に
な
る

と
い
う
。
将
来
、
振
興
国
に

お
け
る
鉄
道
シ
ス
テ
ム
と
し

て
、
日
本
が
主
導
す
る
鉄
道

シ
ス
テ
ム
と
は
、
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
な
存
在
に
発
展
す
る

と
予
想
で
き
る
。「
新
し
い

価
値
の
発
見
と
し
て
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
実
例
を
、

こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

れ
た
。
そ
れ
を

見
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ス
ハ
ル

ト
大
統
領
が
自

国
へ
の
導
入
を

決
断
し
、
ジ
ャ

カ
ル
タ
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
の
タ

マ
ン
・
ミ
ニ
・

イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
イ
ン
ダ
ー

の
３
・
２
㌔
㍍


